
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　☆　長崎バリアフリー通信　☆　Vol 3　（第 1 回  女性のためのバリアフリー交流会の報告）

　                    発行日 2010 年 3 月 17 日　発行人 オフィス「夢」・長崎バリアフリーサークル Ami    代表 管田多津子

                                〒851-2127　西彼杵郡長与町高田郷 1933      TEL / FAX (095) 855-2111 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　2010 年 3 月 13 日（土）長与町ふれあいセンターで　　　　　　     　　　  １月中旬、長与町役場庁舎内の「バリアフリー化」ついて提出した

　　　 初めての「女性のためのバリアフリー交流会」を開催しました。   　　　　 　 要望書の内容について 3 月 1 日現在で、カウンターの高さや、

       可愛い赤ちゃんを連れて参加して下さった若いお母さんもいました｡      　　　テーブルと椅子の設置などの改善をして頂く事が出来ました｡

　　　 みなさん、赤ちゃんに癒されながら和やかな会となりました。　　　　　　　　 今回は改善して頂いた点をご報告いたします｡

参加者 6 名。幅広い年齢の方に様々な立場から「誰もが過ごやすい社会」に　　　　　　  ATM 前のスペースは並ぶように促すマーク以外にも空き缶入れや

ついて、楽しい雰囲気で意見交換させて頂きました。 　　　　　　　　      　　　 　　観葉植物の場所を移動してもらいました。(写真中央)多目的トイレには

参加して下さった皆さんとお茶をしながら、子育て中のお母さんや福祉関係の　　　　　　ウォシュレットの設置、おむつ交換が出来るベットの案内がされていて

仕事をされている方など、生活に密着した事について意見が出されました。　　　　　　　分かりやすくなっていました｡

＜参加者のご意見・ご感想＞ 　　　　

　・利便性をしっかり考えて、使えるバリアフリーにして欲しい｡　　　　　　　　　　　 そして、カウンターも一課に１ヶ所の高さを低くしてもらい、

　・様々な障がいに対応した バリアフリーを作って欲しい｡　　　　　　　　　　　  　　椅子の設置もして頂きました｡（写真左）

　・施設のバリアフリーもだが、社会の仕組みとしてサポートできるような、　　　　　　早速、赤ちゃん連れの方が座って手続きされていて､１階には

　　心のバリアフリーが必要。　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　新たにテーブルと椅子も設けられました｡（写真右）

  ・手すりの位置を２段階にする事で必要性に応じて使い分ける事が出来る。　　  　　　その他の要望についても、改善され次第ご報告いたします｡

　・商店街や歩道の斜面がベビーカーや障がい者には歩きにくい。 　　　    　　　　　　　　　　　　　

　・若い人たちが、この様な活動をしている姿を見るのは嬉しい。　　　　　　　　　　次回の「女性のためのバリアフリー交流会」は４月中旬を予定しています｡

楽しい雰囲気の中、

女性ならではの意見

も出されました。


